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ハイレゾに関わるビジネスの中で、ダウンロードが物販、物流になぞらえられるのに対し、ス

トリーミングは「コンテンツ流通サービス」としての観点から、放送、通信になぞらえることが

できます。本稿では「ストリーミング」を切り口に「ハイレゾ」と放送、通信の関係を概観し、

ハイレゾ普及への期待と課題を示します。これまで AV 機器に関わる記事が多かった JAS ジャー

ナルですが、今後は配信技術/配信サービス、放送/通信サービスとの関連についても随時触れて

行きたいと思います。 

 

1. はじめに 2014 年：ハイレゾ元年 

ネットを検索すると「ハイレゾ元年」は 2013 年から 2015 年にかけてまちまちに宣言されてい

るようです。一般社団法人 日本オーディオ協会（以下「オーディオ協会」）は 2014 年 6 月に「ハ

イレゾリュ―ション・オーディオ（サウンド）」（以下「ハイレゾ」）の定義と推奨ロゴを“日本発・

世界初”で発表していますので、2014 年が「ハイレゾ元年」でしょう。 

この年の 6 月からオーディオ協会には NTT グループから理事（筆者）が加わりました。既に

理事を出されていた日本放送協会（以下「NHK」）グループと合わせて、放送と通信両業界との

交流によって今後のオーディオ界の更なる発展を期待されてのことと受け止めています。代表的

な AV 機器の一つとして TV が挙げられると思いますが、これは放送の受信機、端末でもありま

す。2014 年はこの TV の新規格いわゆる 4K、8K 放送の音声規格を巡って、放送界とオーディ

オ界がこれまでになく影響しあって揺れた年だったと思います。 

ハイレゾの前提となるオーディオフォーマットは、PCM 系、DSD などの 1 ビット系を問わず

非圧縮かロスレス圧縮です。2003 年 12 月に開始された地上波デジタル放送（以下「地デジ」）

の音声は当時の電波帯域の制約から、MPEG-2 AAC の 48kHz/16bit という情報を省く（ロッシ

ーな）圧縮方式を採用しています。当時から 10 年以上経った 2014 年、次世代の 4K、8K 放送に

対する総務省の意見募集（パブリックコメント）に対して、主に画像サイズの拡大に伴う高音質

化という観点から、放送局に留まらず、これまでになく（個人名は公表されないのですが）アー

ティストなど制作側を含むオーディオ界からも、ロスレス音声やハイレゾへの要望が出されまし

た[1]。残念ながらハイレゾの規格化は見送られましたが、音声のロスレス圧縮符号化の国際標準

MPEG-4 ALS[2]による 48kHz/24bit までのロスレス音声を採用した“日本発・世界初”の放送規

格[3]が生まれました。この放送へのロスレス圧縮の採用と 16bit から 24bit への拡張も、「ハイレ

ゾ元年」と呼ぶにふさわしく、今後のハイレゾ普及への重要なステップであると思います。 
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2. ハイレゾストリーミング方式と放送関連規格 

図-1 にストリーミング配信するコンテンツのデータ構造の概略を示します。MPEG-4 ALS や

FLAC は音声のロスレス圧縮符号化方式ですが、ストリーミングで配信する場合には音声に映像

やメタデータ等の付随情報を多重化し、同期時刻情報などを加えた「コンテナ」というフォーマ

ットに包みます。たとえば、地デジで使われているのは MPEG-2 TS（Transport Stream）（以

下「TS」）というコンテナで、その中に MPEG-2 ビデオと MPEG-2 AAC 音声がパケット化され

て多重化されています。インターネットの映像ストリーミングでは、MPEG-4 規格の一部で規定

され、MP4 と略して呼ばれるコンテナが広く使われ、この中に MPEG-4 AAC 等の音声と

H.264/MPEG-4 AVC 等のビデオが多重化されています。ストリーミングでは、通信路の混み具

合に応じてビットレートを切り替えられるように、ストリーミング方式に応じてコンテナを分割

（セグメント化）したり、それらの分割されたファイルにインデックスや管理情報を付加したり

しています。ストリーミング方式には Apple の HTTP Live Streaming（HLS）、マイクロソフト

の Smooth Streaming、Adobe の HTTP Dynamic Streaming など各社独自の方式のほかに、国

際標準の MPEG-DASH があります。MPEG-DASH の普及は他の各社独自方式と比較して遅れて

いましたが、この 1、2 年で様相が変わりつつあります。国内でも、IPTV 放送の規格を策定して

いる IPTV フォーラムが、MPEG-DASH を 2014 年ハイレゾ元年に採用しています。 

前述したMPEG-4 ALSは、ハイレゾの仕様をはるかに越えて、サンプリング周波数最大 4GHz、

チャネル数最大 65,536 という「音」というより「波」をロスレス圧縮できる符号化方式[2]ですが、

現在これを使用できるストリーミング方式は、国際標準である MPEG-DASH のみです。

MPEG-DASH には同じく国際標準で符号化された音声やビデオを含むフォーマットが規定され

ています。国際標準はいずれも、「合理的な対価で差別無しに使用許諾する（reasonable and 

non-discriminatory terms (RAND)）」という前提のもとに標準化されており、各社独自の方式の

ようにそれを定める特

定の会社の意向に影響

されません。ハイレゾ

ストリーミングに関わ

る MPEG-4 ALS も

MPEG-DASH も同様

です。またこれらは

TV 放送で使われると

いうことからも分かる

ように、ハイレゾオー

ディオのストリーミン

グの他、映像配信にも

使える国際標準ですの

で、今後も広まって行

くことが期待されます。 

図-1． ストリーミングコンテンツのデータ構造例 
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3. ハイレゾストリーミングとネットワークオーディオ 

ハイレゾは DVD、BD や USB メモリなどの物理メディアによる頒布とインターネットからの

ダウンロード販売から広がりを見せています。ダウンロードはネットワーク上のファイル転送で

すが、これらのビジネスモデルは基本的には物販、物流と等価と見ることができます。一方でダ

ウンロードと対比されるストリーミングは、基本的には「もの」として視聴者の手元に残らない

通信や放送というサービスに近いものです。実際のサービスでは Radiko などのインターネット

ラジオが比較として挙げられるでしょう。インターネットラジオを含めてストリーミングはまだ

MP3 や AAC などのロッシー符号化がほとんどでハイレゾはこれからですが、TIDAL[4][5]と

Qobuz[6][7]が CD 音質（44.1kHz/16bit）で FLAC[8]ベースのロスレスストリーミングを始めてか

ら注目を集めています。また、国内では、インターネットイニシアティブ（IIJ）が、DSD 5.6MHz

でライブ・ストリーミングサービス「PrimeSeat（プライムシート）」を、2015 年 12 月に始めた

ところです[9]。 

今のハイレゾの再生環境は、主に PC を用いてダウンロードしたファイルを、PC あるいは USB

メモリやネットワーク上のストレージ NAS（Network Attached Storage）に格納するところか

ら始まります。NAS であればネットワークオーディオ機器と LAN で接続して再生します。この

ように PC の操作が必須となることから PC オーディオとも呼ばれていますが、さらなる普及の

ためには、PC を介さずに音源のファイル取得から再生までを操作できるようになる必要がある

のではないかと思います。 

一方のストリーミングでは、MP3 や AAC であれば今でも PC なしで、たとえばスマートフォ

ン（スマホ）で再生できますが、ロスレス圧縮や DSD のような非圧縮のハイレゾでは PC を必

要としています。市場のネットワークオーディオ機器も増えてきましたが、これらは現在 LAN

接続に限定され、インターネットなどの外部の回線、ネットワークと接続するものではありませ

ん。今後はハイレゾストリーミングでは PC が不要で IPTV サービスやケーブルテレビのセット

トップボックス（STB）のような、外部ネットワークに接続できる「端末」機能を備えた文字通

りのネットワークオーディオ機器も現れてくると思います。 

 

4. ハイレゾストリーミングと放送の類似 

前述したPrimeSeat[9]ではDSD 5.6MHzで 12Mbpsのネットワーク帯域を必要としています。

まだ始まったばかりですが、実際に聴取できるユーザの範囲は次第に明らかになって来ると思い

ます。非圧縮の PCM では 96kHz/24bit/2ch で 5Mbps 弱ですが、MPEG-4 ALS で圧縮した場合

には 3Mbps 程度になります。現在のインターネットによる H.264 ビデオのストリーミングサー

ビスは HDTV の比較的品質の高いもので 3-4Mbps 程度ですから、MPEG-4 ALS によるハイレゾ

ストリーミングもインターネットでほぼ聴取できるものと期待されます。また、12Mbps で問題

ないネットワークであれば、HDTV 映像とハイレゾオーディオを組合せたコンテンツのストリー

ミング視聴が十分可能ということになります。ともすれば画像サイズを HDTV から 4K、8K へ

拡大するために映像の圧縮方式が MPEG-2 から H.264/MPEG-4 AVC さらに H.265/HEVC へと

改良が進んでいるように思えますが、HDTV サイズのままで映像の帯域が下がる分をオーディオ



 

 

 

 

62 

 

JAS Journal 2016 Vol.56 No.1（1 月号） 

の高音質化に振り向けるサービスが出てきても良いのではないかと思います。放送では設備の問

題がありますからハイレゾ化は難しいと思いますが、インターネットサービスではバリエーショ

ンを期待したいと思います。 

また、ハイレゾストリーミングは放送との類似で考えると、ダウンロードに対して楽曲の権利

処理の敷居が低くなることが期待されます。これまでネットで配信されていなかった楽曲も高音

質で提供されるなど楽曲のバリエーションの増加も期待されます。また、PrimeSeat のようなラ

イブストリーミングも増えてくると、これも放送との類似で見ると、録音して好きなときに見た

い、あるいはコレクションしたいという要求が出てくるものと思います。一方で CD マスター音

源と同等以上の品質の楽曲がストリーミングされるようになると、コンテンツの録音等の扱いも

放送との対比で今後議論を呼ぶことになると思われます。 

 

5. まとめ 

これまであまり指摘されて来ませんでしたが、ハイレゾがダウンロードからストリーミングへ

とサービスが広がると、放送、通信の技術や規格との関連がクローズアップされてきます。ハイ

レゾストリーミングを契機にネットワークオーディオが外のネットワークとつながることで、サ

ービスの範囲もバリエーションも広がり、ビジネスチャンスも増えることが期待されます。一方

でコンテンツの扱いなどで新たな課題が見えてくると思われますが、類似のビジネスモデルであ

りサービスが先行する放送、通信における課題とその解決が大いに参考になると思われます。 

 

6. おわりに 

筆者は 2003 年地デジ開始の前には映像側で“日本発・世界初”の MPEG-2 HDTV 符号化 LSI

開発に携わっていました。それから 10 年以上が経過して次期 4K/8K 衛星デジタル放送を控え、

今度はオーディオ側で MPEG-4 ALS などに関わっています。共通項は放送、通信であり、臨場

感の向上の追及です。臨場感におけるオーディオの寄与は映像と同等と言われますが、これまで

オーディオはともすれば映像の付随物の扱いを受けていたのではないでしょうか？ 最近は変わ

ってきていると思いますが、あるオーディオ技術者は「家電量販店で音を聴いて TV を買う客は

いないと言われるんです。」と嘆いていました。また、従来の圧縮音源の放送コンテンツから豊か

な音場を創り、リスニング環境を整える困難さも指摘されていました。ハイレゾを機に、今後は

オーディオ界がネットワーク技術を得て、映像との両輪で活動範囲が広がって行くのを信じています。 
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